
充
実
し
た

〈
一
言
語
活
動
〉

の
あ
り
方
を
求
め
て

問
題
の
所
在
と
研
究
の
目
的

「
学
校
現
場
に
お
け
る
教
員
の
悩
み
の
一
番
は
言
語
活
動
に
つ
い
て
」
だ
と

い
う
最
近
の
調
査
が
あ
る
。
「
言
語
活
動
」
自
体
は
そ
う
目
新
し
い
言
葉
・
概

念
で
は
な
い
。
だ
が
、
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
「
言
語
活
動
の
充
実
し
た
授

業
」
を
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
を
ど
う
と
ら
え
た
ら
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
く
な
る
と
い
う
教
員
は
多
い
。
ま
た
、
言
語
活
動
に
つ
い
て
よ
く
取
り
上

げ
ら
れ
る
問
題
と
し
て
「
活
動
主
義
的
な
言
語
活
動
」
、
「
力
の
育
っ
て
い
な
い

言
語
活
動
」
と
い
う
も
の
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
2
つ
の
課
題
状
況
に
つ
い
て
、
本
考
察
で
は
言
語
活
動
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
、
導
入
の
経
緯
や
原
理
・
原
則
の
面
か
ら
検
討
し
、
問
題
の
状
況
を
生

み
出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
を
掘
り
下
げ
、
言
語
活
動
導
入
本
来
の
目
標
を

達
成
す
る
言
語
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
考
え
る
。

藤

恭

弘

2 

「
言
語
活
動
の
充
実
」
に
至
る
経
緯

「
言
語
活
動
の
充
実
」
が
い
か
な
る
経
緯
で
学
習
指
導
要
領
の
柱
の
ひ
と
つ

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
、
学
習
指
導
要
領
解
説
〈
国
語
編
〉
の
総
説
を

読
め
ば
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
流
れ
を
確
認
で
き
る
。

総
説
で
は
、
幻
世
紀
を
「
知
識
基
盤
社
会
」
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
か
ら
求
め

ら
れ
る
力
を
「
確
か
な
学
力
」
「
豊
か
な
心
」
「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
、
す
な

わ
ち
「
生
き
る
力
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、

O
E
C
D
の
学
力
調
査
か
ら
課

題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
内
容
を
次
の
3
点
に
集
約
し
て
い
る
。
①
「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
問
、
つ
読
解
力
や
記
述
式
問
題
、
知
識
・
技
能
を
活

用
す
る
問
題
の
課
題
」
②
「
家
庭
で
の
学
習
時
間
な
ど
学
習
意
欲
、
学
習
習

慣
・
生
活
習
慣
の
課
題
」
③
「
自
分
へ
の
自
信
の
欠
如
や
将
来
へ
の
不
安
、
体

力
の
低
下
の
課
題
」
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
、

2
0
0
5年
文
科
大
臣
が
中
央
教
育
審
議
会
に
諮
問
、

2
0
0
8年
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
改
善
の
指
針
が
答
申
さ
れ
る
。
答
申
に

述
べ
ら
れ
た
「
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
基
本
的
な
考
え
方
」

7
点
の
う
ち
、
③

-1一



基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
と
、
④
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
の
育
成
、
に
関
わ
り
、
「
言
語
活
動
の
充
実
」
が
提
言
さ
れ
る
。
答
申
の

「
7

教
育
内
容
に
関
す
る
主
な
改
善
事
項
」
で
は
、
「
理
数
教
育
の
充
実
」
や

「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
」
に
先
だ
っ
て
、
一
番
最
初
に
「
言
語

活
動
の
充
実
」
が
福
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
二
十
年
版
学
習
指
導
要
領
で
は
「
一
言
語
活
動
の
充

実
」
に
つ
い
て
総
則
の
第
4
に
そ
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
「
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
は
ぐ
く
む
」
と
い
う
ね
ら
い
に
対
し
て
、
「
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
の
活
用
を
図
る
学
習
活
動
を
重
視
す
る
」
と
と

も
に
、
「
一
言
語
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
言
語
に
関
す
る
能
力
の
育
成

を
図
る
上
で
必
要
な
言
語
環
境
を
整
え
、
児
童
の
一
一
言
語
活
動
を
充
実
す
る
」
と

い
う
方
針
が
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

3 

「
言
語
活
動
の
充
実
」
導
入
の
目
的

「
言
語
活
動
の
充
実
」
導
入
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
「
一
言
語
活
動
の
充
実
」
導
入

に
つ
い
て
い
く
つ
か
整
理
し
て
み
る
。

「
一
言
語
活
動
の
充
実
」
は
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
の
育
成
を

最

終

的

な

目

標

と

し

て

導

入

さ

れ

た

。

一

2

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
育
成
す
る
た
め
、
「
一
言
語
」
に
対
一

す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
三
塁
巴
の
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
求
一

め

ら

れ

る

。

一

「
一
言
語
」
の
能
力
の
育
成
を
図
る
た
め
、
「
言
語
環
境
を
整
え
」
「
一
言
語

3 

「
1ιι
充
実
」
さ
せ
る
こ
ー
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
ま
ず
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
は
現

場
の
教
員
を
困
惑
さ
せ
る
二
重
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
「
言
語
活
動
」
は
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
育
成
の
手
段
で
あ
る
と
同

時
に
、
そ
の
活
動
を
遂
行
す
る
能
力
（
つ
ま
り
言
語
の
能
力
）
の
育
成
自
体
も

目
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
授
業
の
目
的
が
「
言
語
活
動
」

そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な
誤
解
を
受
け
た
り
、
目
的
を
正
し
く
理
解
し
て
い
て

も
結
果
と
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
（
課
題
①
）

ま
た
、
「
一
言
語
活
動
」
導
入
の
目
的
は
上
記
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
が
、
前

提
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
各
教
科
等
の
教
科
目
標
の
達
成
で
あ

る
。
「
言
語
活
動
」
に
よ
っ
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
が
育
成
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
同
時
に
各
教
科
等
個
別
の
目
標
を
達
成
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
重
性
（
言
語
の
能
力
の
育
成
も
あ
わ
せ

れ
ば
コ
一
重
性
と
も
言
え
る
）
も
現
場
に
と
っ
て
わ
か
り
に
く
い
点
と
な
っ
て
い

る
。
（
課
題
②
）

こ
の
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

〈
言
語
活
動
に
よ
っ
て
め
ざ
す
も
の
〉

2 

－
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

2
．
言
語
の
能
力
（
H
一
言
語
活
動
を
遂
行
す
る
力
）

各
教
科
独
自
の
目
標
の
達
成

の
育
成
－

l

l

二

で
は
、
今
度
は
「
言
語
活
動
」
を
「
授
業
」
／
「
学
習
」
と
い
う
観
点
か
ら



整
理
し
て
み
る
。

「
言
語
活
動
」
は
指
導
者
の
側
か
ら
と
ら
え
る
と
、
上
記
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
手
段
・
方
略
と
し
て
授
業
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
学

習
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
学
習
（
あ
る
い
は
活
動
）
」
の
「
目
標
」

と
も
な
っ
て
い
る
。
学
習
者
は
、
「
言
語
活
動
（
学
習
）
の
目
標
」
を
達
成
し

よ
う
と
努
力
す
る
う
ち
、
指
導
者
の
設
定
し
た
「
指
導
目
標
」
で
あ
る
「
能

力
」
や
「
知
識
」
を
身
に
つ
け
て
い
く
、
と
い
う
構
図
・
原
理
に
よ
り
授
業
は

展
開
さ
れ
る
。
こ
の
「
児
童
に
と
っ
て
の
目
標
（
活
動
目
標
ご
と
「
指
導
者

に
と
っ
て
の
目
標
（
指
導
目
標
）
」
の
二
重
性
、
と
い
う
点
も
課
題
①
と
関
連

し
て
現
場
教
員
の
理
解
が
十
分
深
ま
っ
て
い
な
い
点
に
思
え
る
。
（
課
題
③
）

4 

「
言
語
／
言
語
の
能
力
」
に
つ
い
て

「
言
語
活
動
」
が
「
言
語
活
動
遂
行
の
力
H
言
語
の
能
力
」
の
育
成
、
と
い

う
目
的
も
有
し
て
い
る
こ
と
は
前
節
で
整
理
し
た
。
こ
こ
で
は
「
言
語
活
動
遂

行
の
力
H

言
語
の
能
力
」
あ
る
い
は
「
言
語
（
ま
た
は
こ
と
ば
こ
の
特
質
そ

の
育
成
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
こ
と
ば
と
は
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
内
側
：
・
抽
象
的
に
は
「
心

（B

－E）
』
実
体
的
に
は
「
脳
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
仕
組
み
に
内
在
す
る

母
語
の
知
識
を
意
味
す
る
。
」
（
大
津
由
起
雄
M
O

－M）

「
こ
と
ば
は
も
と
も
と
社
会
的
な
伝
達
の
手
段
と
し
て
獲
得
さ
れ
る
。

そ
れ
が
自
己
中
心
語
の
多
く
見
ら
れ
る

5
、
6
歳
の
頃
に
枝
分
か
れ
し

て
、
一
方
は
伝
達
の
手
段
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
く
。
他
方
は
思
考
の
手

段
と
し
て
個
人
的
な
言
語
活
動
へ
と
発
展
し
、
い
ず
れ
内
面
化
さ
れ
て
い

く
の
で
あ
る
。
彼
（
牢
ヴ
イ
ゴ
ツ
キ
1
）
は
こ
と
ば
の
働
き
方
の
違
い
に

よ
っ
て
、
伝
達
の
手
段
と
し
て
の
言
語
を
「
外
言
」
、
思
考
の
手
段
と
し

て
の
言
語
を
「
内
言
」
と
呼
ん
で
区
別
し
た
o
」
（
内
田
伸
子

3
ま
＊
は

引
用
者
）

こ
こ
に
は
「
言
語
（
こ
と
ば
）
」
が
「
母
語
の
知
識
体
系
」
で
あ
る
こ
と
や
、

「
伝
達
」
や
「
思
考
」
の
手
段
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
・
道
具
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
一
吉
一
立
巴
の
本
質
観
と
し
て
中
教
審
答
申
で
は
こ
れ

ら
に
加
え
、
「
感
性
・
情
緒
の
基
盤
」
と
い
う
と
ら
え
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

「
国
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
感
性
・
情
緒
の
基
盤
で
あ
る
。
自

分
や
他
者
の
感
情
や
思
い
を
表
現
し
た
り
、
受
け
止
め
た
り
す
る
語
柔
や

表
現
力
が
乏
し
い
こ
と
が
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な

か
っ
た
り
、
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
容
易
に
キ
レ
て
し
ま
う

一
因
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
指
導
の
充
実
が
必
要
で
あ

る。」「
ヲ
て
れ
ぞ
れ
の
教
科
等
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
言
語
活
動
に
取
り
組

む
か
は
8

で
示
し
て
い
る
が
、
国
語
を
は
じ
め
と
す
る
言
語
は
、
知
的

活
動
（
論
理
や
思
考
）
だ
け
で
は
な
く
、

5
．（
7
）
の
第
一
で
示
し
た

と
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
感
性
、
情
緒
の
基
盤
で
も
あ
る
o
」

こ
の
よ
う
に
言
語
の
本
質
観
と
し
て
「
内
一
言
」
「
外
言
」
に
加
え
、
「
感
性
情

緒
の
基
盤
」
と
い
う
特
質
を
中
教
審
答
申
は
あ
げ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
特
質
を
持
つ
「
言
語
」
の
力
を
育
成
す
る
に
は
ど
の
よ

う
な
内
容
を
重
視
し
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
荻
野
美
佐
子
は
述
べ
て
い

る。

- 3 

「
学
齢
期
以
降
に
達
成
さ
れ
る
読
み
書
き
の
獲
得
は
、
単
に
文
字
を
覚



え
る
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
言
語
を
意
識
化
す
る
能
力
（
メ
タ
言
語

能
力
）
の
発
達
を
土
台
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
幼
児
期
の
後
半
ご
ろ
か

ら
、
子
ど
も
は
自
分
自
身
の
し
て
い
る
言
語
活
動
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
が
よ
り
精
綴
な
言
語
の
獲
得
や
、
言
語
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い

理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」

ま
た
、
中
教
審
答
申
に
も
、

「
自
ら
の
一
言
語
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
な
ど
の
育
成
を

図
る
」「

言
語
の
多
様
な
動
き
に
つ
い
て
の
理
解
を
重
視
す
る
」

と
あ
る
。

指
導
者
は
「
言
語
活
動
」
を
通
し
て
学
習
者
に
能
力
・
知
識
を
獲
得
さ
せ
よ

う
と
し
、
学
習
者
は
「
一
言
語
活
動
」
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
指
導
者
の

意
図
す
る
能
力
・
知
識
を
獲
得
し
て
い
く
。
だ
が
、
そ
こ
に
「
言
語
へ
の
自

覚
」
「
メ
タ
言
語
」
と
い
う
指
導
・
学
習
の
視
点
が
落
ち
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
（
課
題
④
）

5 

「
言
語
」
活
動
の
構
造
化

前
節
に
お
い
て
は
「
一
言
語
」
を
「
内
一
言
・
外
一
言
・
感
性
情
緒
の
基
盤
で
あ
る

母
語
の
知
識
（
社
会
的
な
記
号
シ
ス
テ
ム
）
」
と
整
理
し
て
み
た
。
で
は
、
そ

の
よ
う
な
特
質
を
も
っ
と
さ
れ
る
「
言
五
巴
の
活
動
に
つ
い
て
学
習
指
導
要
領

（
小
学
校
国
語
）
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
例
示
さ
れ
て
い
る
か
、
改
め
て
振

り
返
っ
て
み
た
い
。

〈
話
す
・
聞
く
・
話
し
あ
う
〉

説
明
、
報
告
、
感
想
、
尋
ね
る
、
応
答
、
ま
と
め
る
、
あ
い
さ
つ
、
連
絡
、

紹
介
、
聞
く
、
意
見
、
話
し
合
い
、
話
す
、
助
一
言
、
提
案
、
討
論
、
推
薦

〈
書
く
〉

文
章
化
、
記
録
、
メ
モ
、
手
紙
、
作
詩
（
詩
・
俳
句
・
短
歌
）
、
物
語
の
創

作
、
随
筆
叙
述
、
新
聞
作
成
、
資
料
活
用
、
依
頼
文
・
案
内
文
・
礼
状
作
成
、

編
集

〈
読
む
〉

読
む
、
聞
く
、
演
じ
る
、
感
想
、
紹
介
、
図
鑑
・
辞
典
の
利
用
、
読
み
合

う
、
説
明
、
関
連
読
書
、
生
き
方
を
考
え
る
、
意
見
文
・
解
説
文
の
利
用
、
新

聞
を
読
む
、
推
薦

以
上
が
学
習
指
導
要
領
（
小
学
校
国
語
）
に
例
示
さ
れ
た
一
言
語
活
動
を
短
く

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
上
記
3
つ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
授
業
に

導
入
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の
「
一
言
語
活
動
」
を
活
動
ス
ケ
ー
ル
（
規
模
）

の
面
か
ら
整
理
し
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
お
お
よ
そ
次
の
よ

う
な
レ
ベ
ル
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

4 -

十

A

単
元
レ
ベ
ル
の
言
語
活
動
（
単
元
を
貫
く
言
語
活
動
と
言
わ
れ
る
よ

一
、
つ
な
も
の
）

一B
単
元
内
に
お
け
る
ま
と
ま
り
（
一
次
、
二
次
等
）
、
あ
る
い
は
一
単
位

一
時
間
レ
ベ
ル
の
言
語
活
動

戸
し
一
単
位
時
間
内
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
レ
ベ
ル
の
言
語
活
動
（
音
読
を

す
る
、
書
き
出
し
を
行
う
等
）



実
際
に
例
示
さ
れ
た
言
語
活
動
を
A
、
B
、
C
に
分
け
て
み
る

重
複
有

り）
0

〈

A
レ
ベ
ル
〉

討
論
、
推
薦
、
作
詩
（
詩
・
俳
句
・
短
歌
）
、
物
語
の
創
作
、
随
筆
叙
、

新
聞
作
成
、
編
集
、
読
む
、
読
み
合
う

〈

B
レ
ベ
ル
〉

報
告
、
感
想
、
ま
と
め
る
、
あ
い
さ
つ
、
紹
介
、
話
し
合
い
、
提
案
、
討

論
、
推
薦
、
手
紙
、
作
詩
（
詩
・
俳
句
・
短
歌
）
、
新
聞
作
成
、
資
料
活

用
、
依
頼
文
・
案
内
文
・
礼
状
作
成
、
編
集
、
読
む
、
演
じ
る
、
感
想
、

読
み
合
、
っ
、
関
連
読
書
、
生
き
方
を
考
え
る
、
意
見
文

〈

C
レ
ベ
ル
〉

説
明
、
報
告
、
感
想
、
尋
ね
る
、
応
答
、
ま
と
め
る
、
連
絡
、
聞
く
、

意
見
、
話
し
合
い
、
話
す
、
助
言
、
文
章
化
、
記
録
、
メ
モ
、
手
紙
、

資
料
活
用
、
読
む
、
聞
く
、
演
じ
る
、
図
鑑
・
辞
典
の
利
用
、
読
み
合
う
、

意
見
文
・
解
説
文
の
利
用

こ
の
よ
う
に
一
日
に
「
言
語
活
動
」
と
言
っ
て
も
大
小
様
々
あ
り
、
そ
れ
ら

は
言
語
活
動
の
基
礎
基
本
的
な
も
の
か
ら
、
活
用
的
・
総
合
的
な
も
の
ま
で

様
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
現
場
の
教
員
が
し
っ
か
り
と
意
識
し
て
、
「
目
的
・

目
標
」
に
対
し
、
構
造
的
・
有
機
的
に
組
織
化
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
点
は
課
題
で
あ
る
（
課
題
⑤
）

0

例
え
ば
「
言
語
活
動
と
は
読
解
の
あ
と
に

行
う
表
現
活
動
の
部
分
」
と
い
う
と
ら
え
や
、
「
何
か
特
別
な
も
の
を
準
備
し

た
り
、
お
こ
な
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
活
動
」
と
い
う
よ
う
な
漠
然
と

し
た
観
念
を
抱
い
て
い
た
り
す
る
。
こ
れ
で
は
「
言
語
活
動
」
が
「
活
動
主
義

的
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
も
無
理
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

6 

「
言
語
活
動
」

の
た
め
に

「
充
実
」

の

」
こ
ま
で
考
察
を
進
め
、
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
が
5
点
あ
っ
た
。

者
の
目
標
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

②
「
言
語
活
動
」
を
通
し
て
、
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
「
一
百
五

能
力
」
「
教
科
個
別
の
目
標
」
の
三
兎
を
追
う
、
と
い
う
認
識
が
指
醤

に
あ
る
か
。

③
指
導
者
自
身
が
「
指
導
者
の
目
標
」
と
「
学
習
者
の
目
標
」
は
諸

と

い

う

こ

と

を

十

分

理

解

で

き

て

い

る

か

。

一

④
指
導
者
に
「
言
語
へ
の
自
覚
」
「
メ
タ
言
語
」
と
い
う
指
導
の
観
点
が
一

あ

る

か

。

一

⑤
指
導
者
が
「
言
語
活
動
」
を
構
造
的
に
と
ら
え
、
目
標
に
対
し
て
「
音
ω

一

識
的
」
・
「
有
機
的
」
に
そ
れ
ら
を
組
織
で
き
て
い
る
か
。
一

5一

こ
れ
ら
の
課
題
・
問
題
に
対
し
、
現
場
で
「
言
語
活
動
の
充
実
」
導
入
の
本

来
的
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
な
授
業
を
展
開
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ま
さ
に
「
充
実
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な



ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
「
一
言
語
活
動
」
が
「
充
実
」
し
て
い
る
状
態
、
と
い

う
も
の
を
具
体
的
に
認
識
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

中
教
審
答
申
は
「
言
語
活
動
」
の
導
入
を
求
め
た
の
で
は
な
い
。
「
一
言
語
活

動
の
充
実
」
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
言
語
活
動
」
が
「
充
実
」
し
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
「
言
語
活
動
」
導
入
の
経
緯
か
ら
丁
寧
に
見
て
き
た
と
お
り
、
導
入
の

目
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
次
の
よ
う
に
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
場
面
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
能
力
が
働
き
二

そ

の

能

力

が

育

成

さ

れ

て

い

る

状

態

。

↑

2

「
言
語
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
面
が
あ
り
、
「
言
韮
巴
の
能
力
が
働
き
、

そ
の
能
力
が
育
成
さ
れ
て
い
る
状
態
。

3

教
科
目
標
の
達
成
が
め
ざ
さ
れ
、
そ
の
能
力
や
知
識
が
獲
得
さ
れ
て

い
る
状
態
。

こ
れ
ら
「
一
言
語
活
動
の
充
実
」
し
た
状
態
が
、
指
導
者
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
「
充
実
」
し
た
「
言
語
活
動
」
を
行

う
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は

指
導
者
が
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
筈
で
あ
り
、
そ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と

が
本
論
考
の
目
的
で
も
あ
る
。

（1
）
「
言
語
活
動
の
充
実
」
導
入
の
目
的
の
再
認
識

ま
ず
は
、
上
で
述
べ
た
よ
う
に
「
言
語
活
動
」
が
「
充
実
」
し
た
状
態
と
い

う
も
の
を
、
導
入
の
目
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
十
分
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
何

の
た
め
に
「
言
語
活
動
を
充
実
」
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
指
導
者
各

人
が
よ
く
理
解
し
、
そ
の
状
態
を
具
体
的
な
授
業
場
面
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す

る
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
、
課
題
の
①
、
②
、
③
の
解
決
は
随
分
図
ら
れ
る
筈

で
あ
る
。

（2
）
綬
業
設
計

次
に
、
授
業
を
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
一
言
語
活
動
」
を
ど
う
位
置
づ
け

る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
「
言
語
活
動
」
を
構
造
的
に
と
ら
え
、
有
機
的
に

位
置
づ
け
た
「
授
業
設
計
」
が
重
要
で
あ
る
。
「
言
語
活
動
の
充
実
」
の
目
的

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
単
元
の
「
目
標
」
、
「
教
材
」
の
特
性
に
鑑
み
、
先
ほ

ど
の
ス
ケ
ー
ル
（
規
模
）
の
上
か
ら
み
た
言
語
活
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
特

質
」
を
生
か
す
か
た
ち
で
ど
う
構
造
化
し
て
い
く
か
と
い
う
点
が
重
要
で
あ

る。

6 

ま
ず
、
単
元
の
目
標
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
力
（
教
科
固
有
の
目
標
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
、
言
語
の
能
力
）
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
に
対
し
て
「
A

単
元
レ
ベ
ル
の
言
語
活

動
（
単
元
を
貫
く
言
語
活
動
）
」
を
設
定
す
る
。
こ
の
時
、
「
言
語
活
動
」
に
は

そ
れ
ぞ
れ
「
特
性
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
十
分
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
目
標

に
対
し
て
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
言
語
活
動
を
選
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
「
A
単
元
レ
ベ
ル
の
言
語
活
動
（
単
元
を
貫
く

言
語
活
動
）
」
が
設
定
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
の
「
B

単
元
内
に



お
け
る
ま
と
ま
り
二
次
、
二
次
等
）
、
あ
る
い
は
一
単
位
時
間
レ
ベ
ル
の
言

語
活
動
」
を
組
織
す
る
。

A
レ
ベ
ル
の
言
語
活
動
が
生
き
る
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
生
か
す
B
レ
ベ
ル
の
「
一
言
語
活
動
」
計
画
を
た
て
る
必
要
が
あ
る
。

B
レ
ベ

ル
の
言
語
活
動
が
決
ま
れ
ば
、
「
C

一
単
位
時
間
内
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
レ

ベ
ル
の
言
語
活
動
（
音
読
を
す
る
、
書
き
出
し
を
行
う
等
）
」
を
位
置
づ
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
や
は
り
同
様
に
B
レ
ベ
ル
の
言
語
活
動
を
生
か

す
に
は
、
ど
の
よ
う
な
C
レ
ベ
ル
の
言
語
活
動
が
必
要
か
、
そ
の
言
語
活
動
の

「
特
性
」
を
考
え
て
組
織
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
大
小
様
々
な
言
語
活
動
が
「
目

的
・
目
標
」
に
向
か
っ
て
、
互
い
に
生
か
し
、
生
か
さ
れ
る
関
係
で
構
造
化
さ

れ
る
状
態
が
「
有
機
的
に
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

（3
）
自
覚

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
教
審
答
申
や
学
習
指
導
要
領
は
「
言
語
に

対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
言
語
に
関
す
る
能
力
の
育
成
を
図
る
」
と
い
う

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
「
必
要
な
言
語
環
境
を
整
え
、
児

童
の
言
語
活
動
を
充
実
す
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
そ
の
よ
う
な
「
言
語
活
動
」
が
設
計
、
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
普
段
無
自
覚
に
使
っ
て
い
る
「
言
宝
巴
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
あ
ら
た
め
て
自
覚
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
で
は
、
例
え

ば
、
物
語
教
材
を
扱
う
単
元
で
は
、
「
言
語
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、

言
語
に
関
す
る
能
力
の
育
成
を
図
る
」
に
は
ど
の
よ
う
な
学
習
の
展
開
が
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

①
言
語
内
容
／
言
語
構
造
に
対
す
る
メ
タ
言
語
的
視
点

例
え
ば
「
物
語
を
読
む
」
と
い
う
学
習
が
あ
り
、
次
に
「
物
語
を
書
く
」
と

い
う
学
習
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
共
通
項
と
し
て

「
物
語
」
と
い
う
「
文
章
（
文
種
）
」
が
存
在
す
る
。
こ
の
「
物
語
を
読
む
」
と

い
う
国
語
の
学
習
は
内
容
を
読
み
味
わ
い
、
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
物
語
の
仕

掛
け
や
構
造
に
迫
り
、
そ
の
よ
う
な
構
造
を
組
み
立
て
た
作
者
の
意
図
と
い
う

も
の
に
迫
ろ
う
と
も
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
感
動
の
源
拠
を
探
る
」
（
吉
田

裕
久
N
O
－
－
）
学
習
で
あ
る
。
こ
れ
が
メ
タ
言
語
的
学
習
で
あ
り
、
「
言
語
に
対

す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
言
語
に
関
す
る
能
力
の
育
成
を
図
る
」
学
習
で
あ

ろ、っ。例
え
ば
次
の
実
践
例
は
「
物
語
を
読
む
」
と
い
う
単
元
と
「
物
語
を
書
く
」

と
い
う
単
元
を
交
互
に
（
ス
パ
イ
ラ
ル
に
）
配
置
し
て
取
り
組
ん
だ
時
に
現
れ

た
児
童
の
感
想
で
あ
る
。
平
成
辺
年
度
か
ら
お
年
度
に
か
け
学
習
者
は
5
年
生

／
6
年
生
の
2
年
間
、
物
語
に
つ
い
て
は
、
「
物
語
の
読
解
」
↓
「
物
語
の
創

作
」
↓
「
物
語
の
読
解
」
と
い
う
形
で
基
本
的
に
は
単
元
と
単
元
を
配
列
し

た
。
そ
の
2
年
目
の
秋
、
「
や
ま
な
し
」
の
初
読
の
感
想
で
あ
る
。

「
宮
沢
賢
治
さ
ん
の
刻
州
劃
劃
対
川
町
エ
封
例
刻
引
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

会
話
の
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
会
話
文
が
多
い
ま
と
ま
り
で
、
現
在
進
行
形
の
（
語
り

の
部
分
の
）
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
と
ま
り
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
達
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
い
比
聡
表
現
が
豊
富
で
す
。
読
者
を
物
語

叫
削
劃
山
劃
剖
劃
む
引
劃
刻
州
劉
川
の
で
、
こ
っ
ち
も
読
ん
で
い
て
楽
し
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
、
少
し
怖
い
と
こ
ろ
（
例
え
ば
カ
ワ
セ
ミ
の
や
っ
て
く
る

シ
l
ン
な
ど
）
を
と
り
い
れ
て
る
の
で
、
少
し
ド
キ
ド
キ
し
て
面
白
い
で
す
。

ま
る
で
カ
ニ
た
ち
が
人
間
の
よ
う
に
普
通
に
話
し
て
い
る
の
も
、
宮
沢
賢
治
さ

7 -



ん
の
想
像
力
が
豊
富
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
宮
沢
賢
治
さ
ん

作
の
「
や
ま
な
し
』
に
は
と
て
も
色
々
な
詞
割
配
剰
U
劃
剖
引
判
、
叫
判
例
が
州

ま
す
。
私
も
今
度
物
語
を
書
く
機
会
が
あ
れ
ば
こ
の
事
を
取
り
入
れ
て
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
o
」（
N
さ
ん
）

「
僕
は
劃
劃
対
叫

i

封
瑚
刷
出
対
創
出
叫
出
回
U
劃

U
制
。
例
を
あ
げ
る
と
、

色
の
こ
と
に
つ
い
て
の
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。
青
と
か
白
と
か
色
々
で
ま
し

た
。
僕
は
こ
れ
を
を
見
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
な
、
ぜ
な
ら
色
の
こ
と
を
い

か
す
た
め
に
、
鋼
な
ど
海
（
＊
初
読
で
谷
底
を
海
だ
と
思
い
込
ん
で
読
ん
で
い

る
。
）
に
絶
体
に
な
い
物
を
お
い
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
色
を
強
く
す
る
た

め
に
二
色
同
時
に
使
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
色
を
こ
こ
ま
で
表
現
す
る

剖
引
判
川
列
川
創
出
く
1

U
川
村
｜
劃
同
叫
劃
瑚
引
引
引
出
州
制
劃
劃
州
制
1
川口

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
か
ら
皆
で
視
点
な
ど
も
考
え
な
が
ら
追
求
し

て
い
け
た
ら
、
見
方
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
o
」（
M
く
ん
）

「
黄
金
を
金
と
読
ま
せ
る
の
も
味
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
に
こ
れ

で
お
し
ま
い
で
あ
り
ま
す
っ
て
書
い
て
あ
る
の
も
、
お
も
し
ろ
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
ま
と
め
で
す
が
、
音
符
味
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
け
ど
、
勉
強
し
て
い
く

と
お
も
し
ろ
そ
う
で
し
た
。
」
（
T
M
く
ん
）

「
五
月
に
は
よ
く
出
て
き
た
『
ク
ラ
ム
ボ
ン
』
は
正
体
が
わ
か
ら
ず
、
し
か

も
作
者
が
作
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。
読
者
に
ク
ラ
ム
ボ
ン
は
何
か
を
考
え
さ
せ

る
つ
も
り
な
の
だ
と
思
っ
た
。
」
（
T
Sく
ん
）

こ
れ
ら
の
児
童
は
初
読
の
感
想
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
次
の
「
創
作
」
の

こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
読
者
・
作
者
双
方
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
作
者
・

読
者
を
意
識
し
、
物
語
を
構
造
的
に
読
ん
で
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、

「
物
語
と
い
う
文
種
・
一
言
語
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
メ
タ
言
語
的
な
感
想
を

持
っ
て
い
る
。
物
語
の
主
想
に
向
か
う
内
容
的
な
読
み
深
め
も
も
ち
ろ
ん
価
値

あ
る
学
習
で
あ
る
が
、
そ
の
物
語
を
作
者
は
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
る
の

か
、
と
い
う
よ
う
な
言
語
の
構
造
に
児
童
の
興
味
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

見
れ
ば
、
コ
一
言
語
の
能
力
の
育
成
」
と
い
う
点
か
ら
考
え
、
こ
の
学
習
方
略
の

有
用
性
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

②
言
語
活
動
／
自
ら
の
言
語
能
力
・
知
識
へ
の
省
察
（
ふ
り
か
え
り
）

学
習
の
省
察
（
学
び
の
自
覚
化
）
は
、
学
習
内
容
の
定
着
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
、
自
分
の
学
習
を
管
理
す
る
能
力
を
育
て
る
。
内
容
は
読
み
取
れ
た
の

か
、
自
分
は
一
時
間
の
聞
に
変
容
し
た
の
か
、
そ
れ
は
な
ぜ
達
成
で
き
た
の

か
、
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
省
察
能
力
そ
の
も
の
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
は
、
目
標
と
す
る
能
力
、
知
識
の
獲
得
と
同
等
に
重
要
な
能
力
で
あ

る
。
目
標
と
す
る
能
力
に
は
言
語
能
力
も
入
る
。
そ
れ
故
、
自
分
自
身
の
言
語

能
力
・
言
語
知
識
へ
の
省
察
も
必
要
で
あ
る
。
自
分
は
ど
の
よ
う
な
言
語
能
力

が
獲
得
で
き
て
い
な
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
言
語
能
力
を
獲
得
し
た
い
の
か
、

と
い
う
よ
う
な
意
識
が
、
学
習
者
を
し
て
積
極
的
（
能
動
的
）
な
一
言
語
学
習
者

に
育
て
て
い
く
と
考
え
る
。
次
の
も
の
は
上
記
で
取
り
上
げ
た
短
歌
の
授
業
の

最
後
の
場
面
で
書
か
せ
た
「
ふ
り
か
え
り
」
の
も
の
で
あ
る
。

「
ど
の
作
品
も
み
ん
な
ふ
だ
ん
あ
ま
り
気
に
し
な
い
小
さ
な
こ
と
で
、
で
も

そ
の
中
に
一
人
一
人
の
思
い
が
つ
ま
っ
て
い
て
、
「
う
ん
、
う
ん
』
と
う
な
ず

い
て
共
感
し
ま
し
た
。
ポ
ス
ト
の
例
だ
っ
た
ら
、
本
当
は
手
紙
（
お
く
ら
れ
て

く
る
も
の
）
に
目
が
い
く
の
に
、
こ
の
作
品
を
書
い
た
人
は
そ
の
物
を
と
ど
け

る
人
（
バ
イ
ク
の
音
）
に
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ご
く
気
に
入
り
ま
し

た
。
私
が
短
歌
を
書
く
と
き
は
さ
さ
い
な
こ
と
で
み
ん
な
に
共
感
し
て
も
ら
え
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る
作
品
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
o
」

こ
こ
に
も
学
習
を
ふ
り
返
る
中
で
、
「
言
語
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、

言
語
に
関
す
る
能
力
の
育
成
を
図
る
」
学
習
の
一
部
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

（4
）
思
考
の
活
性
化

「
一
言
語
活
動
を
充
実
」
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
思
考
の
活
性
化
を
導
く
「
思

考
活
動
」
と
い
う
視
点
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
「
予
想
す
る
」
と
い
う
思

考
活
動
が
あ
る
。
「
予
想
し
な
が
ら
読
む
こ
と
」
を
波
多
野
完
治
は
「
創
造
的

な
読
み
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
に
や
は
り
短
歌
の
「
予
想
読
み
」
を
行
っ

た
実
践
記
録
が
あ
る
。

T 

伏
せ
字
の
部
分
に
み
ん
な
な
ら
ど
ん
な
こ
と
ば
を
入
れ
ま
す
か
。

（
↓
班
で
話
し
あ
い
↓
発
表
）

私
た
ち
の
班
の
予
想
は
、
「
楽
し
み
は
一
年
生
の
教
室
で
『
お
ね
え

ち
ゃ
ん
』
と
呼
ば
れ
る
時
」
で
す
。

な
る
ほ
ど
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
は
？

ぼ
く
は
、
「
楽
し
み
は
一
年
生
の
入
学
式

き
」
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
「
一
年
生
の
小
さ
な
手
、

c c c 
他

新
し
い
後
輩
が
増
え
る
と

c 
N 

つ
な
い
で
比
治
山
歩
い
て
い
く
と

由
Uf
 

き
」
で
す
。

ほ
ぼ
お
な
じ
。

N
く
ん
の
感
性
は
こ
の
作
者
と
ほ
ぼ
お
な
じ
だ
ね
。
こ
の
短
歌
の
作
者

が
詠
ん
だ
作
品
は
こ
う
で
し
た
。

T 

一
年
生
の
小
さ
な
手

て
外
遊
ぶ
と
き

c 
他

あ
あ
・
。

こ
の
後
の
鑑
賞
活
動
が
非
常
に
活
性
化
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ

れ
以
上
紹
介
し
な
く
て
も
十
分
想
像
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
思
考
の
活
性
化
を
導
く
「
思
考
活
動
」
に
は
次
の
よ
う
な
活
動
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
に
直
結
す
る
よ
う
な
機

能
を
も
ち
、
こ
れ
ら
の
「
思
考
活
動
」
を
「
言
語
活
動
」
に
関
連
さ
せ
て
授
業

場
面
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
学
習
者
を
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
状

況
に
誘
い
、
あ
る
い
は
追
い
込
み
、
一
言
語
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。（

a
）
予
想
す
る

（b
）
比
較
す
る

（C
）
評
価
す
る

（d
）
二
者
択
一
す
る

（
e
）
一
言
語
を
非
言
語
に
、
非
言
語
を
言
語
に
変
換
す
る
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7 

ま
と
め

今
回
「
一
言
語
活
動
の
充
実
」
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
の
「
活
動
主
義
的
な
言

語
活
動
」
「
本
来
の
目
的
を
達
成
で
き
て
い
な
い
言
語
活
動
」
を
改
善
す
る
た

め
に
、
言
語
活
動
導
入
の
経
緯
ゃ
、
原
理
原
則
的
な
面
か
ら
こ
れ
ら
の
状
況
や

「
言
語
活
動
」
そ
の
も
の
に
対
し
て
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で

新
た
な
課
題
が
5
点
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
「
言
語
活
動
」
を
「
充
実
」
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
内
実
を
具

体
的
に
検
討
し
て
い
っ
た
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
論
考
「
一
言
語
活
動
の
充
実
」
の
あ
り
方
と
し
て
次
の
何

点
か
が
整
理
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

1
．
「
言
語
活
動
」
導
入
の
目
的
を
再
度
よ
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
目
的
は
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
」
「
言
語
活
動
の
推
進
一

能
力
H
言
語
の
力
、
の
育
成
」
「
教
科
固
有
の
目
標
の
達
成
」
で
あ
る
。
一

2
－
l

の
「
目
標
」
達
成
の
た
め
、
具
体
的
な
単
元
の
「
目
標
」
を
設
一

定
し
、
「
言
語
活
動
」
を
構
造
的
・
有
機
的
に
位
置
づ
け
た
「
授
業
設
計
」
一

が
ま
ず
重
要
で
あ
る
。

3
．
普
段
無
自
覚
に
使
っ
て
い
る
「
言
韮
巴
で
あ
る
が
故
に
、
「
言
語
」
を

あ
ら
た
め
て
白
覚
し
、
内
容
と
と
も
に
構
造
を
学
習
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

4

普
段
無
自
覚
に
行
っ
て
い
る
「
学
習
」
を
自
覚
的
に
省
察
す
る
（
ふ

り
返
）
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
の
育
成
に
向
け
て
、
学
習
者
を
「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
の
状
況
に
誘
い
、
あ
る
い
は
追
い
込
み
、
そ
れ
ら

の
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
吉
田
裕
久
（
M
g
g
の
言
葉
を
引
用
し
考
察
を
終
え
た
い
。

「
言
語
活
動
の
充
実
、
そ
の
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
言

語
活
動
が
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
成
す
る
こ
と
に
有
機
的
に

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
o
」

「
国
語
科
は
、
言
語
活
動
力
を
育
成
す
る
責
任
教
科
で
あ
る
と
と
も
に
、

他
教
科
等
の
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
る
言
語
活
動
力
を
支
え
て
い
る
o
」

（
広
島
大
学
附
属
小
学
校
）
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